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研究成果の概要（和文）：香川大学農学部で育成した低温要求量の少ないモモ新品種‘KU-PP1’と‘KU-PP2’に
ついて、低温遭遇量と生育温度が萌芽や開花に及ぼす影響を明らかにした。また、萌芽から収穫までの各生育時
期における適温を、人工気象室を用いた実験と、過去の自然条件下での生育と温度の相関解析により明らかにし
た。これらのデータをもとに設定した低めの加温温度で‘KU-PP1,2’のハウス栽培を行い、省エネで早期の収穫
が可能であることを示した。また、凍霜害を防ぐ程度の少加温栽培でもある程度早期の収穫ができることを示し
た。

研究成果の概要（英文）：Effects of chilling accumulation and growth temperature on bud burst and 
flowering were clarified in the new low-chill cultivars ‘KU-PP1’ and ‘KU-PP2’ bred at Kagawa 
University. In addition, appropriate temperatures for tree growth at each growing stage were 
revealed by the cultivation experiments with growth chambers and the analyses of correlation between
 growth rate and temperature under natural conditions. Forcing culture with lower heating 
temperatures based on these researches was conducted, resulting in early harvesting with low energy.
 Furthermore, forcing with minimum heating preventing frost damage enable early harvest to some 
extent.

研究分野： 果樹園芸学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 
地球温暖化の影響や、亜熱帯地域への栽培

地拡大に伴い、休眠打破に必要な低温要求量
の少ない落葉果樹の育成が、近年世界各地で
行われている。モモについても、アメリカ南
部などの亜熱帯地域でこの育種が進められ
ており、国内では、国の試験場と香川大学で
この育種が行われている。少低温要求性樹は、
加温促成栽培において多低温要求性樹に比
べてかなり早い時期からの加温開始が可能
であり、促成栽培での利用価値も非常に高い。
我々はこれまでに、低温要求量の少ない海外
の品種と日本の品種を交配し、低温要求量が
少なく早生で、果実品質の優れたモモの選抜
を行い、白肉の‘ KU-PP1 ’と黄肉の
‘KU-PP2’の 2 品種を登録した。これまで
の調査で、少低温要求性樹は気温が低い時期
に萌芽や開花をすることから、休眠性だけで
なく、萌芽や開花に必要な温度条件も多低温
要求性のものとは異なっていると考えられ
る。これまで、多低温要求性のものについて
は、萌芽や開花に必要な温度の研究はなされ
てきたが、少低温要求性のものについてはこ
うした研究は無く、今後明確にする必要があ
る。これは、少低温要求性樹を利用した加温
促成栽培において特に重要であり、高騰する
燃料費を節減するために、各生育段階に必要
な最低温度条件を明らかにするのは非常に
有意義である。また、温度と生育のモデルを
作成し、出荷時期による価格変動と燃料費と
の比較から最適な温度条件を算出すること
も可能になる。一方、萌芽に必要な温度は、
低温遭遇時間にも影響を受けることが多低
温要求性樹で知られており、少低温要求性樹
でも同様の反応を示すのかどうか明らかに
することが望まれる。 
 
２．研究の目的 
低温要求量の少ないモモで、萌芽や開花、

果実発育時の温度条件と生育速度との関係
を人工気象室を用いた実験により明らかに
する。また、低温遭遇時間を変えながら同様
の実験を行い、低温遭遇時間と萌芽に必要な
温度条件との関係も明らかにする。また、実
験年および過去数年間の圃場条件下の気温
と発芽、開花、収穫時期のデータをもとに、
温度と各生育段階の生育速度との関係を統
計解析する。これら全ての結果をもとに、少
低温要求性モモの低温遭遇時間と初期生育
時の温度と生育速度の関係をモデル化する
とともに、生育段階ごとの温度と生育速度と
の関係もモデル化する。これにより導き出さ
れたより効率的な加温開始期や生育段階毎
の室内温度で、実際のハウスでの加温促成栽
培を行い、この手法の有用性を実証する。少
低温要求性樹を利用した省エネ促成技術が
確立されれば、燃料費高騰により放置された
施設の再利用や施設栽培の拡大が大いに期
待される。 

 
３．研究の方法 
低温要求量の少ないモモ新品種のコンテ

ナ植え樹について、休眠打破後に、温度環境
の異なる屋外型人工気象室に搬入し、その後
の発芽、開花、果実発育を調査する。 
また、異なる低温遭遇時間において、様々

な温度条件の人工気象室に植物体を搬入し、
その後の発芽に要する日数を調査する。これ
により、低温遭遇時間と萌芽に必要な温度条
件との関係を明らかにするとともに、最も効
率的な低温遭遇時間と温度条件の組み合わ
せを見出す。 
過去約 10 年間に渡って蓄積している自然

条件下での気温と発芽、開花、収穫時期のデ
ータをもとに、各生育段階の温度と発育速度
との関係を統計解析により明らかにする。こ
れらの結果を総合して、生育段階毎の温度と
生育速度のモデルを作成するとともに、促成
栽培における生育段階ごとの効率的な温度
条件を見出す。 
上述で得られた低温遭遇量と温度条件の

関係や、各生育時期の温度と生育の関係のデ
ータをもとに、効率的な加温開始期や各生育
時期の温度条件を決定し、その条件で実際に
加温促成栽培を行う。これにより、作成した
モデルの実用性を検証するとともに、少低温
要求性新品種を利用したモモの省エネ促成
栽培技術を確立する。 

 
４．研究成果 
少低温要求性白肉モモ‘KU-PP1’樹を萌芽

図1　モモ’KU -P P 1’の温度と生育日数の関係（●8割

萌芽～開花開始　〇開花開始～満開　▲満開～収穫）
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後、15～30℃の異なる温度の人工気象室に搬
入し、その後の生育を調査した。これにより、
少低温要求性モモ樹の萌芽期から開花期、開
花期から収穫期にかけての温度と新梢、花、
果実の生育速度との関係が明らかになった
（図１）。温度が高いほど生育は早く進んだ
が、比較的低い温度でも生育は順調に進んだ。
一方、著しい高温は結実を阻害した。また、
自然栽培条件での各生育段階の気温と生育
速度との関係について、過去のデータも含め
て解析した。その結果、各生育時期の気温が
高いほどその生育期間が短くなっているこ
とが示されたが、比較的低い温度でも生育期
間の延長はそれほど大きくないことも示唆
された。燃料費節減を目的とした少低温要求
性モモ‘KU-PP1’樹のハウス栽培も試みた。
果実生育初期の 1か月間のみ加温し、他の期
間を被覆のみとした場合でも、収穫時期がか
なり促進された（表１）。このことから、少
低温要求性モモ樹のハウス栽培では、少ない
加温で早期収穫が可能であることが示され
た。これらのことから、少低温要求性モモ樹
は、生育に必要な温度が比較的低く、促成栽
培での温度抑制による燃料費節減が可能で
あることが確認された。 

少低温要求性モモの萌芽に影響する低温
遭遇量と生育温度との関係を明らかにする
とともに、萌芽後の生育への温度の影響を明
らかにするために、‘KU-PP1’樹を低温遭遇
時間が 240,570,850 時間に達したときに、そ
れぞれ 10,15,20,25℃の人工気象室に搬入し、
その後の生育を調査した。全ての温度処理区
において，低温遭遇量が大きいほど、また処
理温度が高いほど、萌芽や開花が早まるとと
もに発芽率が高くなった（図２）。果実成熟
日数は，温度が高いほど短くなったが、低温
遭遇量による差はほとんどみられなかった。
果実品質は、温度が高いほど優れる傾向にあ
った。燃料費節減を目的とした少低温要求性
モモ樹の無加温被覆栽培も試みた。無加温で
も日中のハウス内温度はかなり上昇し、萌芽
や開花はかなり促進され、収穫は露地と比較
して 1ヶ月ほど早くなった。無加温でも霜害
はみられなかった。果実品質は被覆栽培で露
地栽培よりも優れていた。これらのことから、
少低温要求性モモの無加温被覆栽培の有用
性が示された。 
少低温要求性モモ黄肉品種‘KU-PP2’につ

いても、萌芽に影響する低温遭遇量と生育温
度との関係を明らかにするために、樹を低温
遭遇時間が240,570,850時間に達したときに、

それぞれ 15,20,25℃の人工気象室に搬入し、
その後の生育を調査した。KU-PP1 と同様に
KU-PP2 においても、低温遭遇量が大きいほど、
また処理温度が高いほど、萌芽や開花が早ま
るとともに発芽率が高くなった。KU-PP1 に比
べて、KU-PP2 で萌芽がやや早かった。ハウス
栽培についても、KU-PP1 に加えて、KU-PP2
の生育も調査した。凍霜害を防ぐ程度の少加
温栽培を両品種で行ったところ、KU-PP2 にお
いても、KU-PP1 同様に少加温栽培により萌芽
や開花がかなり促進され、収穫も露地に比べ
て 1か月ほど早くなることが示された。前年
までの温度と生育のデータ解析により、発育
促進には生育期前半の温度が重要であるこ
とが明らかになったので、この時期のみ加温
する前期加温栽培を少加温栽培と比較した。
その結果、前期加温栽培ではさらに萌芽や収
穫が早くなるものの、燃料コストとの兼ね合
いが問題であった。 
ハウスでの加温栽培について、これまでの

温度と生育の関係を調べた実験結果をもと
にして、低めでかつ生育があまり遅れること
のない温度を各生育時期ごとに設定し、

葉芽 花芽

地植え ハウス 600CH 12/29 2/1 1/30 2/23 5/10 76

露地 - - 3/4 3/4 3/27 6/13 78

コンテナ ハウス 600CH 12/29 2/1 1/30 2/20 5/9 79

1000CH 1/21 2/15 2/3 2/28 5/13 74

露地 - - 2/27 2/26 3/25 6/13 80

表1．果実発育初期のみ加温したハウスにおける少低温要求性モモ
‘KU-PP1’の生育様相

栽培方法
低温遭遇
時間

被覆開
始日

8割萌芽
満開日収穫日

成熟
日数

　図２　低温遭遇量と加温温度が少低温要求性モモ’K U -PP1’の

　　　　葉芽の萌芽に及ぼす影響
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‘KU-PP1’と‘KU-PP2’をこの加温条件で栽
培した。これにより、収穫がかなり促進され
ていたことから、少なめの暖房費でこれらの
品種の早期収穫が可能であることを示した
（表 2）。 
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表2．生育前期に低めの温度で加温栽培したときの少低温要求性
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